
ME-BYO×脳体力
企業の未来を守る
新たなアプローチ



企業の未来は”脳の健康“で変わる

あなたの会社では“見えないリスク”を管理できていますか？
～健康経営・安全管理・未病対策の盲点、それは“脳の健康”～

40代以降、
スキルを学んでも
発揮できない

健康経営

高齢作業員の
注意力低下が

ヒューマンエラーにつ
ながっている

安全管理

健康診断では
脳のコンディションは

わからない

健康診断・未病

今までは見えない課題だった



企業が直面する３つの課題

健康経営と
パフォーマンス管理

安全管理と
ヒューマンエラー 健康診断・未病

出典：連合総研レポート 2017年4月号
公益財団法人産業医学振興財団 理事⾧櫻井治彦著

健康診断では
認知機能の状態は
わからない



CogEvoでたった５分で“脳の健康”を見える化



企業ごとの課題に合わせた活用方法

健康経営 安全管理と
ヒューマンエラー 健康診断・未病

課
題

活
用
方
法

• 経営の軸となる40代以降の
認知機能が低下

• 定年延⾧後の
パフォーマンス維持

• CogEvoにて自身の認知機
能チェックの習慣化

• 業務への適応
• 生活習慣の見直し

• 加齢に伴う注意力の低下
• 日内変動（調子）の
自覚が難しい

• 健康起因の事故の予兆把握

• CogEvoによる作業前の
認知機能スクリーニング

• 定期的なトレーニング

• 身体を動かす司令塔である
脳の健康が未チェック

• 転倒リスクや認知症リスク
を把握できない

• 年１回では介入が困難

• 健診時および日常の認知機
能チェックがCogEvoでは
可能



導入しやすく費用対効果の高い未病対策

継続は力なり
継続できる要素でつくられた「脳の健康」ツール
脳体力トレーナーCogEvo



エビデンスと信頼性を確立する基盤

脳体力の概念の普及をアカデミアと中央官庁・自治体を中心とした組織で行う事で、脳体力に関する資格制度や企業とのオープンイ
ノベーション事業を会社とは切り離す事で、中立性と信頼性の向上と、両社によるエコシステムでスパイラル的な成⾧を産み出す。

「脳体力」という概念や資格制度の普及とオープンイノベーション事業を構築

【事業内容】
①賛助会員企業向けの有料コンサルティング
②脳体力の考え方を拡げるエバンジェリストの育成（資格制度）
③共同研究の受け皿
④各業界毎の活用を議論普及するサロン運営 （CogEvoのユーザー会）
⑤各業界毎のセミナー企画運営
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脳体力の概念が企業のME-BYOを実現する

様々な連携事例がありますので、
この後の名刺交換会でお話をさせていただければ幸いです。

オンラインミーティングURL


